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おちついた農村景観をよく残す江南町も、近年の急速な都市化の中でかつて広がっていた平  

地林と田園風景は一変しつつあります。また、都市整備等の、生活環境改善に加え、安心して  

暮らせる世の中をめざし、社会福祉環境を整備することが期待されています。このたび、野原  

地区に建設されることになった高齢者療護施設もそのような福祉施設の一つと聞いております。   

江南町野原地区には「踊る埴輪」を出土した古墳を始め、中世の居館跡である「増田館跡」、  

そして館跡内に建てられた古剃「文殊寺」などの遺跡や古寺が多く退り、当地が古代から栄え  

てきたことを教えてくれます。施設建設地となった丸山遺跡でも縄文時代から奈良・平安時代  

の遺跡が見つかり、住居倉庫を中心とする古代の村があったことがわかりました。計画的に配  

置された建物跡から古代の村の中でも、郷長等の住まいした中心的な村と推定されています。   

古代男余地方がどのようであったかは以外と知られてないだけに当時の「里・郷」の実態を  

考える上で貴重な資料を得ることができました。本書が、郷土研究の苔として、また遺跡保護・  

教育普及の資料としても広く活用されることを願います。   

刊行に際し、発掘調査にご尽力いただいた社会福祉法人江南会及び県教育局生涯学習部文化  

財保護課をはじめ、関係者の皆様には厚くお礼申し上げます。  

平成8年3月  

江南町教育委員会  

教育長 岡 部  進   
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1、本書は埼玉県大里郡江南町大字野原地内に計画された社会福祉施設「江南療護園」建設にかかる事前の埋   

蔵文化財発掘調査報告である。本書は江南町文化財調査報告 第11集としている。  

2、遺跡名は調査地の地名からとった。 「丸山遺跡」（江南町037号遺跡）  

3、発掘調査は事業主体者である社会福祉法人江南会より依頼を受け、江南町教育委員会が、平成6年度国庫   

補助事業として実施した。発掘調査の期間は平成6年10月1日から平成6年12月22日まで実施した。整理報   

告作業は平成7年度事業として実施した。  

4、発掘調査の事務運営は、江南町教育委員会の新井 端・森田安彦が担当した。また、出土品の整理及び図   

の作成・写真撮影は遺構・遺物とも両者が中心となって実施した、本文については特にことわりのない限  

り新井が執筆している。  

5、本書に掲載する遺構測量図の内等高線・座標表示のあるものは現地測畳及び写真測量を図化・トレースし   

たもので、業務は中央航業株式会社に委託した。  

6、本遺跡に関する遺物及び図面等資料は江南町教育委員会が保管している。遺構については竪穴式住居（SI）   

堀立柱建物跡（SB） 遮蔽物（SA） 土填（SK）等の略記号を用いている。  

7、発掘調査から本書の刊行までには多くの方々・研究機開からご教示、ご協力を得た。   

列記して感謝の意を表したい。（順不同、敬称略）  

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課  財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団  
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Ⅰ 調査の契機と経過   

土除去等の一部作業で事業者より協力を得た。   

整理報告作業は平成7年慶事業として実施してい   

る。  

Ⅰ 調査の契機と経過  

社会福祉法人江南会による「江南療護園」の建設  

計画の話が平成5年4月に教育委員会にもたらされ、  

建設予定地が周知の遺跡内であったことから取扱に  

ついて協議が始まった。当初の協議段階では建築計  

画と並行して社会福祉法人の認可申請も提出されて  

おり、工事着手の時期についても流動的であった。  

そのため用地内の確認調査を行い、追跡の保存状態  

や遺構の性格・規模等を把握することとした。6月  

に実施した確認調査の結果、平安時代の竪穴住居跡  

が分布することが判り加えて、保存状態も良好であ  

ることが確認された。しかしこれは用地の全域に渡っ  

てではなく、遺構の分布は南東側に限られ、用地全  

体の約3分の1ほどの面積であった。用地の西側部  

分を占め、丸山のその頂き付近まで過去の土採りで  

大きく掘削されてしまったため、遺物出土の伝承は  

あったものの遺構面はまったく存在していなかった。  

北側は谷地形をしており、現地表下1．2一－1．5mほど  

の谷地形が埋没していた。堆積する黒色土中には台  

地上からの土器片の流入が認められたが遺構は存在  

していなかった。   

この結果に基づき工事計画のなかで保存の可能性  

を模索していた。11月には設計図面を広げての協議  

がもたれた。基本的に用地を開削して地盤を下げる  

設計となったため。遺構の保存はまったく不可能で  

あることが確認され、すべて記録保存とすることに  

片向いていった。あらたに問題となったのは調査予  

算であるが、事業者の意向として事業自体が高い公  

共性を帯びており、また事業経費の大部分を補助金  

と寄付でまかなうことから発掘調査自体を補助事業  

としてできないかというものであった。   

当初より県教育局生涯学習部文化財保護とも協議  

を進めていたので可能性について研究していただく  

こととした。その結果平成6年度の国庫補助事業と  

して実施することが決まり、平成6年10月1日より  

12月22日までの予定で現場調査を開始した。発掘調  

査は江南町教育委員会の直営事業として実施し、表  

調査の組織  

主体  江南町  

事務局 江南町教育委員会  

教育長  岡部  進  

教育次長 茂木 弘之（前任）  

橋本 安行（後任）  

専門員  大久保光司  

主 任  新井  端  

主 任  森田 安彦  

調査経過について一日誌抄一  

平成6年9月25日 重機による調査区表土の除去を  

始める。  

10月1日 発掘調査開始、作業員はいる。  

10月20日 竪穴住居跡12軒 堀立柱建物10棟確認  

11月7日 退模すべて確認する建物の3分の2終了  

11月25日 堀立柱建物13棟確認  

11月30日 遺構全体測量  

12月4日 退横面土地の段差に注目  

12月15日 地質の専門家による断層の鑑定  

12月22日 現場作業終了 現場事務所撤去  

平成7年8月 整理報告作業開始 水洗しゝ・注記  

実測図面編集を始める  

9月 水洗い・注記作業を継続する  

10月 復元 接合 迫構実測図トレースを開始する  

11月 復元 接合 造物実測図取り始める  

12月 接合 遺物実測図  

1月 版組み  本文原稿入稿、1  

2月 本文原稿入稿、2  

3月 印刷  

J   



○代表的な遺跡  ●奈良・平安時代の遺跡   

ユ・丸山  2．丸山浦 3．熊野 4．荒神脇 5．下新田  6．鹿鴫  
8．野原古墳群  9．向原 10．万苦下原 11∴前原 12．踊戸山高額群  

第1図 遺跡の位置と周辺の遺跡  

7．元境内  

抱   



ll追跡の立地と環境   

古墳群（35基）等が所在し、その周囲には過去の調査  

で74軒の竪穴住居跡が確認された本田東台遺跡のよ  

うな大規模な集落が発達しているものと考えられる。  

本地域には平成6年度までに76基以上の古墳の所在  

が判明している。   

奈良平安時代になると古墳時代の集落を元に、新  

たな場所まで集落が拡大していく。この様子は本遺  

跡や荒神脇追跡・宮脇追跡・下新田遺跡・鹿鳴遺跡・  

元境内追跡等から窺われる。また、集落出土の遺物  

としては稀な馬貝や牧に関する退物が近隣の滑川町  

大沼遺跡（兵庫鎖－9世紀前葉）・大里村円山遺跡  

（「有」焼印）から出土している。これらの遺物や出土  

遺跡の特殊な性格は、この地域を通過すると考えら  

れている東山道武蔵支路との関係が想定されている。   

信仰にかかる追跡に野原古墳がある。経塚にも利  

周されたらしく、鋳鋼製の宝冠阿弥陀像が出土して  

いる。本像は紀州の那智経塚にも出土例があり、  

11～12世紀頃の畿内製の小金銅仏と推定されている。  

さらに和田川の上流部には郡内でも中心的な宗教セ  

ンターとしての役割を持っていたと推定される寺内  

廃寺（花寺）が所在している。   

中世の野原地区には実態の不明な能満寺の伝承が  

あり、中世後期に増田四郎重富が居館を置き、後に  

文殊寺の建てられた増田館跡が鎌倉道と伝えられる  

現県道に而して残っている。  

ⅠⅠ遺跡の立地と環境   

1、遺跡の立地   

丸山遺跡は江南町野原地区に所在します。ここは  

江南台地の南端、比企丘陵との接点に位置します。  

比企丘陵との境界部には和任川1が東行し狭臨な沖積  

地と開析谷が発達しています。大地形をみると北へ  

約1．5kmで江南台地を下り沖樅低地へ至り、さらに約  

2血で荒ノいこ達します。東側も同様に台地を下り沖  

積地へ至ります。西側は、和田側を挟んで台地と丘  

陵地が回廊のように連続しています。   

江南台地ば下末吉面に対比される河岸段丘とされ、  

さらに下位には基盤の新第三紀層に段丘礫層が不整  

合のかたちで乗っています。下末吉層は灰白色に粘  

土化しており川本粘土層とも呼ばれ、上位にはチョ  

コ帯を挟んでローム層が発達しています。ローム層  

は新期ローム層と大里ローム層に分層され、大里ロー  

ム層は約2万年以降とされています。  

2、歴史的環境   

野原地区では、旧石器時代以降の追跡が分布して  

います。江南町鹿鴨追跡では22，000年前に遡るとさ  

れるナイフ形石器が発掘されている。本道跡内では  

旧石器時代と考えられる黒曜石剥片が出土した。   

縄文時代の追跡は4箇所あり、暁嶋遺跡内で早期撚  

糸文期の竪穴住居跡が発見されている。江南町宮脇  

遺跡でも同時期の竪穴住居跡が発掘された。前期以  

降の遺構はまだ確認されていないが、遺物の散布は  

晩期まで採取されている。なかでも晩期終末の浮線  

網縄文系土器は江南町唯一のl晩期資料である。   

弥生時代の遺構は確認されていないが、鹿島追跡  

では有孔磨製石鍍が出土していることから今後の発  

見も想定される。   

古墳時代になると追跡の数も調査例も増加し、熊  

谷市前原追跡では前期の集落が、同じく熊谷市の万  

富下原遺跡では方形周溝墓が調査されている。また、  

野原地区とその周辺では野原前方後円墳を擁する野  

原古墳群（23基）・瀬戸山前方後円墳を擁する瀬戸山  

3、発掘された奈良平安時代遺跡の概要   

（第2図）   

鹿嶋遺跡は和田吉野川に注ぐ大支谷の一つに画し  

た右岸台地上に位置している。追跡の大半は立正大  

学校地に相当し、同校追跡調査室が継続的に発掘調  

査を手がけている。現在までに2軒の竪穴住居跡が  

調査されている。1号竪穴住居跡は3．3×2．7m北側  

に竃を持ち、火災焼失したらしく土師器杯・聾・敦・  

高杯・壷等がほぼ完形のかたちで床や電から出土し  

ている。出土土器カゝら7世紀後半～8世紀初頭頃と  

推定される。第2号竪穴住居跡も同様に小境模で火  

災焼失しており、出土土器から8世紀前半に位置づ  
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◎  

第2図 周辺部の発掘調査追跡（各報告酉より転載）  
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ⅠⅠ追跡の立地と環境  

熊野追跡は江南台地縁部に位置し眼下には和田川  

を見下ろしている。小支谷を挟んだ北側には荒神脇  

遺跡が隣接する。発掘調査では竪穴住居跡15軒が検  

出されており、さらに西側に展開しているものと推  

定されている。特に注目される遺構遣物に鍛冶関連  

遺構と造物がある。4号竪穴住居跡は4．8×4．4mの  

方形で北壁のやや東寄りに寵が設置されている。住  

居床の中央付近に一辺90cm深さ30cmの方形土壌が掘  

込まれ上面には円礫片岩が落ち込んだ状態で出土し  

ている。また隣接して内面の被熱した円形ピットが  

検出されている。円形ピットが鍛冶炉に方形土壌は  

その付属施設と推定されている。遺物には羽口・相  

場・鋳型があり4号・6号住居からは紡錘車・刀子・  

資金具様のリング状物・板状の鉄製品・箆状工具・  

鍵・釘等の製品及び末製品が出土している。出土土  

器の須恵器・土師器から9世紀中頃より10世紀にか  

けて営まれたものと考えられている。   

滑川町大沼遺跡では、比企丘陵に発達した樹支状  

の谷津を臨む丘陵斜面に奈良から平安時代の竪穴住  

居跡17軒が発掘されている。出土造物には特殊なも  

のが多く仏教的な色合いを持つ須恵器鉄鉢・嗣碗模  

倣坪・小建築物に使用された小形瓦・さらに馬具・  

「郷長」・「真成」と線刻された綾がある。これらの  

遺物は集落の特殊な性格を物語るに充分であり、馬  

の飼育に携わった集落、郷長のいた集落（郷家）等の  

可能性が慎重に考えられている。前述したこれらの  

集落は丸山追跡を中心とした2km圏内と至近距離に  

あり、本地方の古代社会を考える上で欠かせない。   

和田川に面した江南台地と比企丘陵の一部を古代  

男会郡域と想定することは可能であり、男会郡八郷  

中の－郷をなすと思われるが、郷名の批定となると  

現状ではかなり難しい。しかし丸山通跡の周辺が郷  

のなかでも中心的な位置にあったことは充分うなづ  

けるのではなかろうか。今後「郷家」の問題も視野  

に入れて論及されることが必要と思われる。   

参考文献  

12．大里郡市文化財担当者会1994・1995 「大里  

の追跡1・2」埼玉考古 第29・30号  

・－                                                  こ）   

けている。また時期が不明だが直径1～1．5mの円形  

土墳が26基発見されている。   

下新田遺跡は和田吉野川に注ぐ小支谷に面した右  

岸の台地上に立地する。有料道路の建設に伴い調査  

されており、竪穴住居跡1軒が見つかっている。1  

号竪穴住居は4．2×3．3mの方形で北東部に張出し部  

が付けられている。遺物は土師器坪と須恵器碗と少  

ないがかなり時間幅があり8世紀前半から9世紀代  

に及ぶとされる。本追跡でも長方形土壌12基が円弧  

を描くよう配置され見つかっており、長さ4m・幅  

1．8m程と規模が大きい。出土遺物はないが、墓域の  

可能性が指摘されている。   

荒神脇道跡は、下新田遺跡とは小支谷を挟んで向  

かい合うが大半の追跡部分は和田川に注ぐ支谷に面  

している。有料道路・町道の建設で小支丘上の中央  

部分が発掘されており竪穴住居跡46軒、掘立柱建物  

跡2棟が検出されている。住居跡等の遺構は調査区  

の全域に分布するが北側の集中区とやや空間地をあ  

けた南側に分布しており、南側の分布密度が商い。  

この帯状の空間地は東西方向で竪穴住居とほぼ同じ  

方向を示していることから、後背地としての遮蔽地  

や通路等の境界としての意識があったと考えること  

ができる。竪穴住居跡は3軒重複する例や3基の寵  

を持つ例があり三時期以上の変遷が推定される。出  

土遺物には南比企産の須恵器や末野産の須恵器がみ  

られるが須恵器坪の大半は南比企産である。土師器  

には聾と杯があり坪は北武蔵型である。9号住居跡  

からは「長眼」または「長眠」と読める線刻文字の  

刻まれた長頸瓶が出土している。また、「康」「自」  

「田上」と判読される墨書土器も出土している。1  

号掘立柱建物は2×2間の総柱建物で柱穴規模は直  

径70cm、深さ60cm程であり、柱間はややばらつきが  

あるが1．8mである。床面積12．96m2を測る高床倉庫  

と考えられている。2号掘立柱建物は3×2間の側  

柱建物で桁行7．2m、梁行5．2m、床面横は37．44Ⅰぜを  

測る。柱穴の遥存状態から最低3回の建替があった  

模様である。出土土器から集落は8世紀初頭から9  

世紀後半頃までに営まれたものと考えられている。  
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ⅠⅠ追跡の立地と環境  
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ⅠⅠ遺跡の立地と環境  

第1表 丸山遺跡退構一覧表  

丸山通構名   法最 長×短（m）   付属遺構   主軸NO E．1V  床面楷（mり   

第1号住居跡（SI－1）   （4．6）×（1．4）  （6．44）   

第2号住居跡（SI－2）   （3．75）×（2．13）   北カマド   N14くW   （7．98）   

第3号住居跡（SI－3）   4．32×（2．55）   東カマド   N75‘E   （11．01）   

第4号住居跡（SI－4）   3．23×2．87   北カマド   H8仁Ⅵr   9．27   

第5号住居跡（SI－5）   3．6×（3．4）   束カマド   N47CE   （12．24）   

第6号住居跡（SI－6）   4．55×3．82   北カマド   N20〇w   17．38   

第7号住居跡（SI－7）   2．66×2．27   北カマド   N20w   6．03   

第8号住居跡（SI－8a）   （3．3）×（2．71）   北カマド   N18．50 Ⅵr  （8．94）1   

第8号住居跡（SI－8b）   （3．32）×（3．3）   東カマド   N800E   10．95   

第9号住居跡（SI－9a）   （3．7）×（3．43）   北カマド   N3．50E   12．69   

第9号住居跡（SI－9b）   （3．75）×（3．55）   北カマド   Nl．50E   （13．31）   

第9号住居跡（SI－9c）   4．32×3．78   東カマド   N90亡E   16．32   

第10号住居跡（SI－10）   （2．55）×1．9   東カマド   N81．50E   （4．84）   

第11号住居跡（SI－11）   4．75×3．97   北カマド   N340w   18．85   

第12号住居跡（SI－12）   4．75×3．43   北カマド  N4．5¢Ⅵr   16．29  

規模 桁×梁（m）  

第1号堀立柱建物跡（SB－1）   5．42×3．4   3×2間   N80．50 E   18．42   

第2号堀立柱建物跡（SI∋一2）   5．32×3．36・庇   3×2間   N90 W   17．87   

第3号堀立柱建物跡（SB－3）   5×1．73   3×1間   N3．5⊃ W   8．65   

第4号堀立柱建物跡（SB－4）   4．55×4．2   2×2間   N17．50 E   19．11   

第5号堀立柱建物跡（SB－5）   6．1×3．89・庇   N12．50 W   3×2間  23．72 

第6号堀立柱建物跡（SB－6）   6．75×4．1   3×2間   N9．58 W   27．67   

第7号堀立柱建物跡（SB－7）   6．95×4，25   3×2間   N12．58 W   29．53   
第8号堀立柱建物跡（SB－8）   （3．65）x3．6   ー×2間   N3lO Ⅵ7   （13．14）   

第9号堀立柱産物跡（SB－9）   5．5×3．65   3×2間   N77eE   20．07   

第10号堀立柱建物跡（SB－10）   4‥4×3．5   2×2間   N70．5C E   15．4   

第11号堀立柱建物跡（SB－11）   6．6×3．88   3×2間   N85．58 E   25．60 

第12号堀立柱建物跡（SB－12）   4．37×3．08   2×2間   N180 W   13．45   

第13号堀立柱建物跡（SB－13）   5．45×3．73   3×2間   N810 E   20．32  

直径×深さ（m）  

第9号土壌（SK9）   0．75×0．592  

第22号土塀（SK22）   1．1×0．22  

第23号土壌（SK23）   1．25×0．335  

第24号土塀（SK24）   1．2×0．3  

第25号土鳩（SK25）   1．2×0．135  

第26号土鳩（SK26）   1．4×0．398  

第27号土塀（SK27）   1．5×0．39  

第28号土域（SK28）   1．4×0．273  

第29号土塀（SK29）   0．9×0．608  

第38号土塀（SK3釘   1．25×0．374  

第39号土壌（SK39）   0．82×0．34  
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遺物は覆土・床上から土師器・須恵器片が出土し  

ている。須恵器坪・碗・襲等がある。7の大型の碗  

は直径18cmを測る。   

ⅠⅠⅠ検出された遺構と遺物   

1、検出された遺構   

a．竪穴住居跡   

第3号竪穴住居跡［St－3］（第6．7．38図）   

調査区H－3グリット内に位置する。北半分の調査  

のみで南側は区域外に延びている。確認された規模  

は4．32×（2．55）m、床面積は（11．01）ポ、主軸はN－75   

－Ⅵrの方位を持つ。直床であったが柱穴は確認でき  

なかった。電は東壁に位置し、袖は地山を掘り残し  

て構築されている。燃焼部は壁外に設けられている。  

電の周辺からは多くの遺物が出土しており、完形品  

の須恵器坪・碗・蜜等が出土している。図化できた  

17点の土器には、坪・碗・皿・長頸瓶があり、土師  

器ではコの字口縁の明瞭な碧形土器が出土している。   

第1号竪穴住居跡［Sト1］（第6．7．37図）   

調査区u－2グリット内に位置する。北半部のみの  

調査で南半部は区域外に延びる。第2号竪穴住居跡  

に東壁を切られている。確認された規模は（4．6）×（1．  

4）m、床面積は（6．44）がを測る。直床で固くしまり  

床面は平坦であった。柱穴は確認されなかった。   

遺物は少なく覆土中から土師器・須恵器細片が出  

土している。須恵器高台坪碗の底部の破片は転用観  

とされていた。   

第2号竪穴住居跡［Sト2］（第6．7．37図）   

調査区H－2～H－3グリット内に位置する。北半  

部のみの調査で南半部は区域外に延びる。第1号竪  

穴住居跡を切り、第3号竪穴住居跡に東壁を切られ  

ている。（3．75）×（2．13）m、床面積は（7．98）扉を測  

り、主軸はN・－140 －Ⅵrの方位をもつ。床は貼床で中  

央部に床下土壌が掘られていた。不正な楕円形を呈  

し長軸短軸は1．6×1．Omを測る。北壁に電が設けら  

れており、3号竪穴住居に切られ半分しか追存して  

いない。燃焼部を壁外に設置しており、内面は良く  

焼けていた。床下土壌には竃から掻きだしたと思わ  

れる焼土・炭化物等が含まれていた。  

第4号竪穴住居跡［Sト4］（第8．9．37図）   

調査区G－3グリット内に位置する。完掘しており、  

やや長方形を呈している。規模は3．23×2．87mを測  

る。床面積は9．271ぜ、主軸はN－80」Ⅳの方位を持  

つ。南側では出入り口に相当する部分が平坦面になっ  

ても）る。西壁にはテラス部分がある。床面は掘万上  

に貼床がされている。竜は北壁の中央付近に位置し、  

燃焼部を壁外に設けている。   

遺物は床面を中心に分布するが少ない。   

jO  



】rI検出された遺構と遺物  

丸山・2号伝 カマド  
l帝黄茶褐色土1′法り．転注や  

や髄、t】－ム少  

丘、峨土伍慮含  
拉すやや畷  

2 寧葦毛色土 しまl；、転作やや  
遵、能七少量含、  
阻子やや松  

3 茶褐色士 しまり、粘Hやや辣、  
廃土徴取合、粒子や  
や粕  

d 萬場色上 しまり，粘性やや饉、  
ニーム少仁L 戊ノヒ拉、  
嘆こ徴取合，粒子や  
ゃ琶  

5 晴茶褐色土 し重り、帖て苧や  
嵯、ローム少量、  
或土少見合、紀子  
T・′■l冥  

6 茶筍色二 」ま†1、精笠やや熱、  
条土、塵化拉¢立合、  
世子やや翔  

7 蒔褐色土 Lまり．泉州▲やや銭、  
コーム、り－ムブロッ  

ク（○卜2（珊）少虹、  
矯二、煤化僅少立会、  
粒子やや梅  

岩 明茶褐色士 しまり、帖性千や  
義、ローム、ご一  
ムブロック【¢2、  

諭：■少縫合、屯土  
微量含、餃子やや  
摂  

9 茶褐色土 しまり、粘性やや蕪、  
＝－ム牟、ロームソ  

ニック（¢2～3ロコ〉少  

含、粒子やや腔  
l（l曹第紀色土 し重り、粘性やや  

蕪、ローム冬含、  
艶子やや梱  

11茶褐色ニ ＿隻り、粘性やや埜、  
ローム多含、隻二艮  
鼠き、粒子やや樫  

12 萌芽褐色ニ ＿まり、帖校やや  
強、ロームン且．  

焦土社史含．聖子  
やや粗  

l：l囁茶褐色土 しまり、附汚やや  
薄、ローノ、やや写、  
蝶上細見食、担子  
中や帆  
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丸山・B号住居カマド  
l 明茶喝ミニ し1．り．精‘仁やや強、肇J．  

・細見合、ITilで】や抱  

2 肇茶諺色t しミl」、甘廿やや褒、葉化  

！三澤隈今、睦子やや宅ま  

3 第得色j二  し ミI：、¢佳やや磐、竣ニ、  

「】－∴取殺合、托子ややI三  

4 E弓攫窒こ  し‡l】、症怯やや蕪、コー  

∴、鴨j一，封ヒ短貫蚤含、  
喧丁イ」や鞘  

5 t興褐色二  し：l．り、肘ヰやや強、囁土、  
収∫ヒ拉1ンヾ）ち含、俊子やや  

■：  

6 り；資毛色二 しLII、I左てやjこ喜、ロー  
∴争、空こ葦談貪、艶子棚  

7 薫喝色土  ノlり、ち詔㌢丁子望、票ニ  

ーヒ化ナ．′・、′塁含．拉子や串和  

声 F弓茶弔色卜 し三I′、＊招1り中速、⊂－  

ム少対∴ ハト＿融撒き、覧ず  

▲こ●ヾ●ヂ！と  

∽  
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S P．；  

9低唱空こ  しとり、村里や蕪、ゴー  「  

∴多；‘†．拉子やや稲  －○  

川 茶褐色土  ■＿上り．隠控やや婆、培土  

和取合、仁子やや誓  

Il看貫発色土 ＿▲ま′l、手兵≡やj㍗窒、隻土  
：・′嘲合、I二十予一こ蕪  

2m  
！ － ・ － ． ▲  

第6図 丸山通跡第1・2・3号住居跡平面図（1／60）、同2・3号カマド土屑断面図（1／′30）  
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第7図 丸山追跡第1・2・3号住居跡出土遣物分布図   
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Ⅲ 検出された迫構と遺物   

丸山・ヰ号住居  
1暗茶褐色土 しまり、粘性やや強、ローム粒  

ブロック状含  

S．P．C  

2 茶褐色土   

3 蟄褐色土   

4 黄茶褐色土   

5 暗褐色土   

6 茶褐色土   

7 明茶褐色土   

8 萬褐色土  

9 赤褐色土  

10 焼土層   

11明鈴褐色土   

12 煎茶褐色土   

13 爵褐色土  

しまり、粘性やや強、ローム、  

炭化拉赦免合  
しまり、粘性やや弱、コーム多  

含、粒子細  
しまり、粘性やや強、ロームブ  

コツク少、溌土語放含、拉子托  

しまり、粘性やや帝、壌土炭化  
軽微丑含、粒子倒  

しまり、粘性やや弱、壌土炭化  
粒少量含、粒子樹  

しまり、粘性やや弱、残土やや  

多、炭化粒少血合、粒子粗  
しまり、粘性やや弱、黄色粒子  
少丑含、焼土、戊化粒少風合、  

粒子細  
しまり、粘性やや弱、凍土多、  

爵色粒子少瓜、炭化拉少丑含、  
粒子祇  

しまり、粘性やや轍、携土多、  
炭化拉微丑含、粒子やや親  
しまり、相性やや弱、ローム拉  

多、焼土教義台、粒子租  
しまり、粘性やや強、ロームや  

や多、壌土徴放念、粒子やや粗  

しまり、粘性強、ローム、ロー  
ムブロックやや多含、粒子粗  

2m  
トー▼ 」  

第8図 丸山追跡第4号住居跡平面図（1／60）  
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第9図 丸山追跡第4号住居跡出土退物分布図  
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哀土 、ノー 」 ノ  

丸山・5号住居  

1 明茶褐色土  

2 嗜褐色土  

3 暗茶畢生土   

4 茶褐色土   

5 茶褐色土  

しまり、粘性やや強、粒子租  

しまり、粘性やや強、粒子やや親  
しまり、粘性やや強、ローム最量  

含、粒子ややⅦ  

しまり、粘性やや強、ローム少盈  

含、粒子やや紹  
しまり、粘性やや強、ローム少景  

炭化拉徽駅舎、拉子やや粗  

6 暗茶褐色土 しまり、粘性やや強、ローム微量  
台、粒子やや粘  2m  

ニ＝．．＝・ニ＿   

S P F       ■01▲フ  

5号住 カマド  

1明茶褐色土 しまり、やや弱、粘性やや強、焼  
土少頚含、粒子やや粗  

2 茶褐色土 しまり、やや弱、粘性やや強、焼  

土やや多含、拉子やや粗（天井藩  
士：I  

3 堵茶軍色土 しまり、やや弱、粘性やや吏、痍  
土、炭化拉徴見合、粒子やや粗  

1茶褐色土 しまり、やや弱、粘性やや強、焦  
土緻丑含、粒子やや租（火床）  

5 明茶褐色土 しまり、やや弱、粘性やや強、壌  
土、炭化粒微見合、粒子やや粗、  
2に近い  

6 黄茶褐色土 しまり、やや弱、粘性やや強、ロ  
ーム多、焼土徴職含、粒子租  

7 黄褐色土 し吏ー）、やや弱、粘性やや強、ロ  

ーム多含、粒子租  

S二P－F   

l  

しsp∴二 ∴、・．     I   
′一†  

S．P．E  
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第10図 丸LU追跡第5号住居跡平面図（1／60）、同カマド跡平面図（1ノ30）   
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ⅠⅠⅠ検出された遺構と遺物  

〒モ＝＝  

ノ 
i 」二「‥＝ニニ／）9   

しJ  
」一≡二ニノ．3 ＼  

1 ＝              l▲／  

■   

第11図 丸山追跡第5号住居跡出土遺物分布図   

第5号竪穴住居跡［Sト5］（第10．11．39図）   

調査区E－1グリット内に位置する。南西隅付近が  

区域外に延びている。ほぼ方形をしており、3．6×（3．  

4）m、床面積は（12．24）が、主軸はN－47巳 －Wの方位  

を持つ。床面は直床だが、中央付近に床下土壌をも  

つ。床下土鳩は割合浅く10～15cm、ロームブロック  

を主体とする覆土であった。長軸2．0、短軸1．4mを  

測る。壁の外周には柱穴が巡るが、本住居跡との関  

係は良くつかめない。壁外柱穴にしては不規則な配  

列をしておりはやや疑問である。電は東壁に位置し、  

袖は地山を掘り残して構築されている。燃焼部をほ  

とんど壁外に出して作られていた。   

遺物は寵周辺にまとまって出土しており、土師器  

杯4点・須恵器坪・碗・皿などが出土している。土  

師器坪はいずれも口径が13cm前後と大きく平底のも  

のとやや丸底のものがあった。  

j5   



S，．［6  S・ヒ望川 S：巳・E  

丸山 ¢号住居  丸山 6卑怯 カマド  
l茶褐色土 風色土を斑扶 l某司色上  しまり、粘性やや巌、焼上帝丑  

に含む  含、拉子やや租  
2 茶灰琶土 粘土を含む、 2 明茶褐色土 しまり、粘性やや艶、焼土やや  

廃土炭化物噂  多含、粒子やや粗  
一天丼諮土   3 嗜茶褐色土 し麦り、粘性やや転、焼土少鼠、  

3 茶灰色土 天井  酎ヒ拉敢且含、粒子やや粗  
一l煤土塊  4 暗黄褐色土 しまり、粘性やや穀、ロームや  
5 茶灰色土 壌土塊、疾±  や多食、粒子やや好  

投子を多虫に  5 茶褐色土  し麦り、粘性やや強、焼土少愈  
含ひ  含、粒子やや細  

6 灰色土肩 口一ム、灰色  6 爵褐色土  し至り、粘性やや強、ローム少  
土を含む  立合、粒子やや拙  

7 県灰色土  7 普茶褐色上 し至り、粘性やや弘、ローム、  
ロームブロックやや多含、粒子  
やや寵   

…こ；i   

6号位 ピットI  
l茶褐色土  しまり、粘性やや  

強、ローム少丑含、  
粒子やや粗   

2 黄褐色土  しまり、粘性やや  
強、ローム、ロー  
ムブロック多食、  
粒子粗   

3【宥茶褐色こじ しまり、粘性やや  
酪、ローム少盈含．  

粒子程  

S．RK S．RL ＝よ  

丸山 針号位 ビット2  
1 県茶褐色土 しまり、粘度やや  

強、ローム微量含、  
粒子やや細  

2 茶褐色土  しまり、粘性やや  
強、ロームプロッ  
タく02～30¶）少見  

合、粒子やや粗  
3 許褐色土  し圭り、粘性やや  

強、ローム多含、  
粒子やや樋  

◎
 
◎
 
 

2m  
T  

」   

第12図 丸山追跡第6号住居跡平面図（1／60）   

第6号竪穴住居跡［Sト6］（第12．13．40図）   

調査区D－5～D－6グリット内に位置する。完掘  

しており、ほぼ方形をしているが、掘込みは比較的  

浅い。壁は直線的で、4．55×3．82m、床面横は17．38  

m2、主軸はN－200 －Wの方位を持つ。床面は直床、  

主柱穴は4本、柱間約1．8～1．5mを測る。柱穴の位置  

する南壁部分より、西壁から西北コーナ付近がやや  

広目の床をもつ。電の右側に貯蔵穴状の小土壌があ  

る。竃は北壁の中央部分に位置し、燃焼部を壁内に  

設けている。燃焼部幅42cm、奥行50cm、煙道は長ぐ  

延び70cmの長さを測る。   

遺物はほとんど出土しておらず、わずかに土師器  

細片が出土している。  

J6  



1ⅠⅠ検出された遺構と造物  
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第13図 丸山追跡第6号住居跡出土退物分布図   

遺物は電前面と電より出土している。須恵器杯に  

は底部に墨書の書かれたものがある。土師器坪の内  

外面に「×」という器号もしくは「十」文字の刻書  

された土師器坪があった。瓦には丸瓦と平瓦が認め  

られた。  

第7号竪穴住居跡［Sト7］（第14．15．40．41図）   

調査区D－6、E－6ブリット内に位置する。不正  

方形であるが、2．66×2．27mを測る。床面積は6・03  

ポ、主軸はN－20 －Wの方位を持つ。床は貼床がさ  

れており、下面には床下土蠣が掘られていた。柱穴  

は南側壁沿いに検出されているが、北側では不明で  

ある。竃は北壁の東よりに位置し、軸線も東に片向  

いている。燃焼部を壁内に設けており袖は他山を掘  

り残しており、補強材として瓦を用いていた。竃前  

面から西側には土師器坪・須恵器坪等が床上から出  

土している。   

また、電前面の東側からは大型の円礫三個が出土  

している。礫は敵打による細かな剥離が認められ、  

金床石等の台石として使用されていたと推定される。  

これらのことから本住居は小鍛冶等の金属加工を行  

う工房的な性格をもっていたと考えられる。  
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丸山 丁号住居  
1照茶和也十ノまり、粘性や手  

豆i．ローム、暁土  

緻罷含、粒子やチ  

岨  
2 半句覧l 」至り、粘’寺やゃ  

或、ローム少量含、  
睦子やや灘  

3 貰呵竺i二  しまり、粘竺やや  

ま、じ－ム÷′墾含、  

蝿上敬重含、托子  

十干鞘  
4 F詣葦萄三上 しまり、粘恒やや  

姦、ローム少旦、  

収化軽微亜含、拉  
千やや鞘  

5 茹封！色二  し生り、姑性やや  

強、コーム少吼、  

鴎土、炭化世髄憾  
含、洩千やや軸  

6」矯羊配色± し去り、帖性やや  
嚢、戻／ヒ色やや争  

含、杓子・こ千種  

7 羊褐色i しま仁、鞍性やや  
垂、ロームや千草  

き、緑子千手喋   

∽  

lウ  き⊂コ  

S．P．6  

7号仕店 カマド  

と 茶褐色土  餞二転了、少  

ヨ 茶褐色」l： 華二にナ、呼l叛多  

3 騎茶碍色上 境二均璃多、比！／ヒ拘i∵る  

1明菜詔色ト ロー∴拉、暁上拍子1｛  

5 明希褐色土  
6 茶喝色土  カマド、針ノI∴．ロー∴そ主体ヒ  

すミ   
0  2m  

・  ⊥  一  

第14図 丸山追跡第7号住居跡平面図（1′／60）、同カマド跡平面図（1／30）  
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第15図 丸山追跡第7号住居跡出土逝物分布図  
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HI検出された遺構と遺物  
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丸山 8号住  
1・2  投乱転二層  

3 果菜色  東食乱衣ニ  

4 野菜喝色土  
5 塀茶渇色土 コーム塊、粒子を含む粉喧  

6 ＝勢茶褐色土 成土、ニーム敦子、炭化杓軽子  

7 具喝色・ト  ローム粒子、紫色土耽  

6 茹茶褐色土  

9 帝芸格色二L  

IP 時宗喝色土  

11輿褐色土  
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；ア  
芯⊂○  

ローム抜手を害虫に含む  
赤生壌土を多くきむ  
ローム喧子、境土粒子をきむ  
ローム流れ込み、廣土を少丑含む  
境二塊、ローム粒子を手並に含む   

ローム粒子、境上、針ヒ斡を含む  
ローム掟テ、篤土、炭化顆を含む  
第蛮黒退物を含む  

8号瞳 北カマド  
1 茶褐色土  
2 萌茶褐色－l二  

3 薬指色土  
4 斉己土  
5 赤褐色土  
6 突土層  
7 些褐色土  
8 茶璧笠ヒ  

S・P・し   

8号住居 粟カマド  

1 二梁茶色七  注記  
2 瘡茶褐色上 顎較  

3 茶褐色土  痍二少随、－一塩土  

4 異茶色土 賃土、ローム覧手、境l二塊含L●  
5 茶褐隻土  ローム粒子  

9 蕪灰色土 駿・炭化乾せ三雄とL、培土也子  
を含む  
真じり、塩土多  灰
携
焼
塵
灰
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三じり  
ミし■l；  

宣じ】：  

炭化物乏しり  

土
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1m  

第16図 丸山通跡第8号住居跡平面図（1／60）、同カマド跡平面図（1／30）  
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第17図 丸山追跡第8号住居跡出土出物分布図   

0  2M  

第8号竪穴住居跡［Sト8］（第16．17．42図）   

調査区D－7グリット内に位置する。南半部が調査  

区外に伸びる。2軒重複しており東電を有する方を8  

a号住居とし、北囁を有する住居を8b号住居とし  

た。8a号住居は東電と西壁を残すのみだが長方形  

の平面をしており、（3．3×2．71）m、床面積（8．94）m2、  

主軸はN－18．50－Eの方位を持つ。床は残存部分から  

直床と考えられる。竃は燃焼部以下を切り取られて  

おり、煙道部を残す。遺物は竃内から土師器襲破片  

等をわずかに出土している。8b号住居跡は8a号  

住居跡より一段床を下げて構築している。南東隅部  

を区域外に残すが、平面形はやや長方形で、3．32×  

3．3mの規模をもち、床面積は10．95Ⅰぜ、主軸はN－800  

－Eを測る。床は貼床で床下土塀をもつ。竃は燃焼部  

のほとんどを壁外に出して構築されており、部分的  

20  

に作り付けの袖が認められた。燃焼部から煙道へは  

急斜面で移行し、火床には地山土との間に間層を設  

iナている。   

遺物は東壁から床に分布していた。須恵器坪・碗  

等に完存品が認められた。また、「大」、「匡？」の墨  

書土器と転用硯等が出土している。   



ⅠⅠⅠ検出された退構と造物  

g号牲  
l茶褐色上  し妄り、粘笠こも干や隻、  

コーム赦免含、ち子やや鞄  

2 明茶搬色七 し去り、鞋惟ともやや蒙、  
ローエやや多含、仁子やや  

桓  

3 萄第碍色土 し乏仁、蛤性ともやや層、  
Ⅶd‘S  ローム焦立合、拉子やや摺  

コ■d●ヨ   1頚首得色た し芸仁、旨性こも・室、ロー  

ム、ロームブコファ手合、  
拉子やや楔  

5 茶褐色土  ∵まり、粘怯やや妄、責た  

拉散見含、拉子やや顎  
6 職業増毛土 し去り、轄性と七鶴棉褒、  

廣一t拉  

第18図 丸山追跡第9号住居跡平面図（1／60）、同北カマド跡平面図（1／30）  
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第9号竪穴住居跡［Sト9］（第18．19．咽．朝凪）   

調査区C－6、C－アグリット内に位置する。完掘  

しているが、寵を3基もち住居の拡張が認められた  

ことから時期別にa・b・C号住居とした。9a号  

住居跡は、ほぼ方形で東壁・西壁が残り、9c号住  

居鮎床下に検出された溝が本住居の南壁・東壁を限  

ると推定された。約（3．．7×3．43）m、床面積は（12，69）  

m，、主軸はN－3．茸㌧Eの方位を持つ。床面は直床で、  

柱穴は壁潤の内聞各隅に検出された四本がこれに当  

たる。寵は北壁の中央に位置し、燃焼部を壁ライン  

上に設置している。燃焼部は良く焼けており、傾斜  

をもって煙道部へ移行している。遺物は寵内より土  

師鱒破片が検出されたに過ぎない。   

9b号住居跡はa号寵の東側に新に設けられたb  

号篭の時期とした。住居の平面形態はa号住居を踏  

襲しており、寵主軸もほとんど変わらない。籠は燃  

焼部を壁外に設置しており、燃焼部から煙道部へは  

緩やかに移行しいる。．焚き口の前面は前庭状に謹ん  

でおり硬化していた。遺物は寵内より土師器片が出  

土している。   

9c号住居跡は前代の住居の東壁と南壁を拡張し  

ている。平面長方形で4．3×3．78m、床面積は16．32  

m，、主軸はN－90d－Eの方位を持つ。胎床は黄褐色  

の粘質土が使われ、a、b号寵前面まで被っていた。  

寵lま壁ライン上に設置しており、袖を作り付けてい  

る。燃焼部暗1．Om長さ1．4mを測る。煙道はほとん  

ど失われていた。   

遺物は床上で篭周辺からの出土が多い、須恵器呵・  

碗・土師器坪琶等が出土している。須恵器碗は口径  

1如を超えるが、指頭圧痕の残る平底風の土師器坪  

には油鍵の付着したものが見られた。土師器褒はコ  

の字状口緑だがやや不明瞭になっている。   

を持つ。床は直床で、柱穴は確認されていない。寵  

は短辺である東壁に、しかも南隅に寄せて設置され  

ていた。   

遺物は床上から須恵樽柿が出土してt）る。   

第11号竪穴住居跡〔Sl－11】（第23．22．45図）   

調査区C－5グリット内に位置する。完掘している。  

ほぼ方形を呈し、4．75〉く3．97m、床面積は18．85Ⅰ蚊．  

主軸はN－34q－－Wの方位を持つ。壁の掘込みは浅く、  

床は貼床され西側が荒く20～3（icmと深かった。柱穴  

は住居の各隅部に位置し、主柱穴は直径加cm前後と  

小さく、深さは30～40cmを測る。寵は北壁の中央部  

分に設置されていたが、住居の規模に比較してかな  

り小ぶりで、燃焼部幅40cm、長さ78皿を測る。燃焼  

部は壁内部より壁ライン上に懸かる、袖は増山を確  

り残していた。   

遺物は土師器碗と撃破片が床上から出土している。   

第12号掘立柱建物跡【SB－12コ（第24．25．ヰ5図）   

調査区C－4グリット内に位置する。完撮している。  

ほぼ方形を呈し、4．75×3．43m、床面積は16．2知f、  

主軸はN－4ぷ－Wの方位を持つ。床面は中央部分を  

掘り残し、周囲を掘り下げ客土を入れ賂床としてい  

る。床面にはいくつかのPitが確認されたが杜穴とは  

特定できない。竜は北壁の中央付近に位置し、袖は  

地山を掘り残して構築されている。燃焼部は壁ライ  

ン上に懸かり、幅40cm，長さ80cmを測る。燃焼部より  

煙道部へは、段をもって移行するが、煙道部の大半  

は失われている。焚き口の前面は前庭状の窪みがあ  

り略方形をしていた。   

遺物は床上、毯中より須恵器杯・土師醸蛮・砥石  

等が出土している。土師貴賓にはコの字状口縁q く  

の字状口縁がみられる。   

第lO号竪穴住居跡［Sト10］（第21．22．45図）   

調査区C－6グリット内に位置するp完掬している  

が過帯状態が不良で西半分を失ってし∧）た。長方形の  

平面をしていたと思われるが現状では、（2．55）×1．  

b恥床面積は（4湖）が、主軸はN－81．F－Eの方位  

22  



mI検出された遺構と遺物  
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2M  十▼－＋i  

9号住 北カマド  

1 暗茶褐色土   

2 茶褐色土  

9 賠黄褐色土 しまり、粘性経、ローム少見合、粒子苧や粗  
Lまり、粘性やや強、焼土、炭化鎚緻敢含、拉  

1㌧やや細  

しまり、粘性やや強、廃土やや多、砂督ローム  

少兇含、粒子やや粗  

10 黒褐色土   

Il情褐色土  

12 明治褐色上   

13 暗茶褐色土   

14 費茶褐色土   

15 赤喝色土  

16 赤黄聖色十  

しまり、粘性やや強、射ヒ赦やや多含、粒子や  
や粧  

しまり、粘性やや饉、壌土少盛会、粒子やや租  

しまり、粘性やや強、コームやや多、境十少螢  
合、粒子やや親  

しまり、粘性やや強、壌土炭化拉やや多含、粒  
子やや喝  

しま－∴了粘性轟、ローム多焼二懲駅含、定子や  
や報  

し重り、粘性やや肇、焦土多含、粒子や1㌧ 担  
しまり、粘性やや強、壌土多含、ロームソ墓含、  
粒子やや粧  

しまり、粘性やや強、壌土微塵、ローム少量含、  
純子やや粗  

3 噌茶掲色上 し変り、粘性やや廷、凍土、壌土ブロックやや  

多含、粒子桂  
4 費茶褐色上 し生り、粘性やや婆、秒賀亮一ム多、焼土微量  

含、拉子抱  

5 黄褐色土  

6 茶喝色土  

し三り、桔筐やや逃、ローム多含、拉子やや句  

しまり、桔箋やや毒、壌土熟慮、砂田ローム少  

墓含、粒子鞄  

7 明茶褐色土 しまり、粘性やや強、焼土少罷含、粒子粗  

8 暗茶褐色土 しまり、粘性やや強、壌土、炭化粒少隕含、拉  17 茶褐色土  

子租  

第19図 丸山追跡第9号住居跡出土迫物分布図  
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S．P．T  

号  
茶褐色土  7ク土、枯骨、粗粒  
灰茶色枯土 塊土拉子を多く含む、天井競落土  
祭土塊  粒子状  

0
 

9
1
2
3
d
5
6
7
8
9
1
1
1
1
2
1
ユ
1
4
1
5
1
6
1
7
用
1
9
2
0
 
 

赤茶褐色土  
灰茶色土  
赤茶色土  
灰  層  
赤化面  
灰貫褐屑  
昭茶褐色土  
曝茶褐色土  
灰第悶色土  

焼上位子、赤化弔を含む、天井？  
粘買土、境土、赤化層事  
象土粒子多、点く焼けている  
炭化物、集塊  
炭化物、焼土粒子多  
康イヒ物、灰闇  
赤変層、ローム土  
粘質土、壌土まじり  
粘質、ワ一ム、焼土皇じり  S．P．ズ   

ー 4吼68  灰茶褐色ニヒ 焼土、多租塊状  
灰茶褐色土 瑛土、灰少丑  
茶褐色土  僕土まじり  
灰茶褐色土 俵土、鮭土質まじり  
灰  闇  炭化物、坂祝  
噂褐色土  自生土、給土を含む  
曙茶褐色土 袖つくりつけ粘土  
醇茶褐色土 袖つくりつけ、焼土まじり  

0  lm  

第20図 丸山遺跡第9号住居跡衆力マド跡平面図（1／30）  

1
1
1
」
〓
〓
 
 

－
1
 
、
1
」
〓
〓
■
－
・
・
－
＼
・
．
．
 
 

丸山10卑怯活 力マド  
しまり、粘性やや強、慄士憩丑含、粒子やや覇  
しまり、粘性やや強、壌土少立合、規子やや弔  
しまり、粘性やや強、壌土少包含、炭化転置丑  
含、粒子やや鴨  
しまり，粘憮やや強．やや砂田、栗±微成合、  
堕子やや相  
しまり、粘箋やや強、ローム少且、壌土徴立合、  
粒子やや祖  
しまり、粘聖やや強、ローム，ロームアローノク  
やや多食、粒子やや組  

1 曙茶喝亀土  
2 茶杓空士  
3 襲茶褐色土   

4 灰茶喝三上   

5 茶褐宅ニ   

6 兵褐色士  

S．P．C  

7 明茶褐空士 しまり、粘性やや強、ローム、環土討取舎、5聖  
子やや幻  

2m   1m  
：．．，．：  」  

第21図 丸山通跡第10号住居跡平面図（1／60）、同カマド跡平面図（1／30）   
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ⅠⅠⅠ検出された遺構と造物  
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第22図 丸山遺跡第10・11号住居跡出土造物分布図  
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丸山11号住  
1榊色土 近年㊥風面  
2 赤欄色土 しまり良く、療土プロッタ多く含  
む  

3 輌色土 しまり良く、横土プロγク少暮、 1 ■  
オーガン少量含む。（yは天＃落下  
土  

4 鵬色土 カーボン多く含む．カマド火灰？  
5 赤褐色土 焼玉プロッタより：戒ち  

第23図 丸山遺跡第11号住居跡平面図（1／60）  

膚  
2n  

」■l■   

第24図 丸山遺跡第12専任居跡平面図（1／80）  
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IlI検出された遺構と遺物  

＼＼三≡圭二＝ン  
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一   一  
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【P・8  

●○コq  
E．P．A  

●● ●  ∵HH“H ∵「二  

醒 二十可∴∵∴H十 －コ「  

し重り、粘性やや強、凍土砂拉緻丑含、  
粒子和  

し重り、粘性やや強、枯土佐少量、壌土  

微硫含、粒子托   
土   
ナやや粕  

しまり、粘性やや強、凍土、枯土微塵含、  
粒子やや粗  

しまり、粘性強、塊土、粘土ム徴丑含、  

粒子やや担  
しまり、粘性強、ローム多く、焼土微丑  

含、粒子やや租  

しまり、粘性やや強、焼土多丑、凝灰岩  

片やや多合、粒子租  

8 茶衛生士   

9 灰茶宅色土   

1（I明灰茶唱色   

11茶褐色土   

12 明褐色土   

13 茶褐色土   

14 赤茶褐色土  

丸山12号住居  

1 茶褐色土   

2 茶褐色土  

しまり、粘巷やや強、炭化拉微量含、転  
子やや粗  

しまり、粧淫やや強、コーム微量含、転  
子やや粗  

3 明茶褐色土 しまり、粘性やや蘭、壌土、ローム拉鼓  

蛍含、粒子やや粗  
4 嗜茶褐色土 しまり、粘性強、ローム微駅舎、粒子千  

や租  
5 茶褐色土  しまり、粘性やや強、壌土、ローム、炭  

火性徴駅舎、拉・チやや租  

6 灰茶褐色上 しまり、粘性やや強、粘土性、焼土性やや  
や多含、粒子やや粗、凝灰岩片やや多含  

7 嗜灰茶褐色土 しまり、粘性やや強、廃土粘土粒少最  

含、粒子糾  

やF   

第25図 丸山追跡第12号住居跡出土遺物分布図  
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第3号掘立柱建物跡［SB－3コ（第27図）   

調査区G－2グリット内に位置する。  

南北棟、3×1間、全柱穴がそろう。  

5×1．73m、柱間距離は桁行約1．8m、  

梁行約1．8m測る。床面積は8．65m】、主  

軸はN－3．50 －Wの方位を持つ側柱建  

物である。柱穴の掘方は略規模の等し  

b．掘立柱建物跡  

第1号振立凄主建物跡［SB－1】（第26図）   

［
‖
H
 
 

調査区G－3グリット内に  

位置する。東西棟、3×2  

臥金串穴がそろう。5・42×  

3．4m、柱間距離は桁行約1，  

8m、梁行約1．8血測る。床  

面積は18．42Ⅰ琉主軸はN－80．58 －Wの方位を持つ側  

壮健物である。桂穴の掘方は略規模の等しい円形で、  

膚径は細～70cm、深さ40～50cmを測る。P34・P32・  

p36・p33・P32には直径25～32cmほどの柱痕が確  

圃できることから建て替えはなされていない。遺物  

書ま土師蓉の小破片が柱穴より出土したのみで時期を  

特定できるものはなかった。  

い円形で、直径は30～35cm、深さ35～45cmを測る。  

柱痕は確認できないが建て替えはなされていない。  

遺物は柱穴埋め土中より須恵器坪が出土している。  

切り合から第2号掘立柱建物跡より前に建てられて  

t）る。  

第4号掘立綾建物跡［SB－4］（第28図）   

調査区F－2グリット内㌢こ位  

置する。3×3間、柱穴は撹  

乱のため一部未確認。4．55×  

4．2m、柱間距離は桁行・梁行  

とも約3．3～1．8mを測る、不  

第2号掘立柱建物跡［SB－2］（第27図）   

調査区G－2グリツト内に  

位置す．る。南北棟、3×2  

間、東面に庇がつく。柱穴  

lま撹乱のため一部未確認。  

5．32×3．36m・柱間距離は  

桁行約1．8m、梁行約1．6m   

ぞろいで平面形がやや歪んでいる。床面積は19．11m2、  

主軸はN－17．58 －Wの方位を持つ総桂建物と推定す  

るが、南側に庇をもつ建物であるかもしれない。柱  

穴の掘方は、略円形または楕円形で直径は封）－4伽珊  

を測る。遺物は土師器の小破片が柱穴より出土した  

のみで時期を特定できるものはなかった。重複する  

第5号掘立柱建物跡との前後関係は不明である。   

測る。床面積は17．841琉主軸はN9中 Wの方位を   

持つ側柱建物である。柱穴の掘方は、略円形または  

楷円形や直径は60～70日mを測る。P17・P41・P42  

？・では直径25～28cmほどの柱痕が確認できるが掘方の   

ずれる柱穴もあり、建て曹の可能性がある。遺物は   

土師準如、破片が柱穴より出土したのみで時期を特  

摩できるものはなかった。しかし、隣接する第3号   

掘立柱建物跡の柱穴を切って本建物跡が建てられて   

いる。また、南側柱列に沿って柱間約1．8mの柱穴列   

があり、規模の小さい庇か柵・塀等の遮蔵物が設け   

られていた可能性もある。  
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第5号掘立柱建物跡LS6－5」（第28図）  第7号掘立柱建物跡［S日－7］（第29図）   

調査区E－2グリット内に  

位置する。南北棟、3×2  

間、柱穴全部そろっている。  

6．95×4．25m、柱間距離は  

桁行約2．4m、中央間2．1m、  

梁行約2．1mを測る。床面積  

は29．53mヨ、主軸はN－12．5  

調査区F－2グリット  

■   内に位置する。南北棟、  
3×2間、東面に庇がつ  

く。柱穴は擾乱のため一  

部未確認。6．1×3．89m、  

柱間距離は桁行約1．8m、  

■！  

梁行約1．9m瀾る。痺面軌ま23．72Ⅰ琉主軸はN－12 

50 －Wの方位を持つ側柱建物である。西側柱列では  

7¢～卵叩の大きな掘方をもち、P21、P20の柱穴は  

振り方に建て替えの切り合が見られる。東側柱列は  

直径即～45耶とやや小ぶりである。庇の出は2．1mを  

測る。庇柱は30～40cmの」ヽさな掘方で建て替えの跡  

は見られないことから、身舎の建て替え時に庇を取  

り付けたものと思われる。Pllからは柱を建てた際  

に埋め込まれた須恵器杯が出土しており、建て替え  

時期を示すと考えられた。また、北側桂列と南側柱  

列に沿って柱間約1．8mの桂穴列があり、規模の小さ  

い庇か柵・塀等の遮蔽物が設けられてt－た可能性も  

ある。  

○－Wの方位を持つ総住建物である。柱穴掘方は円ま  

たは楕円形で直径30～50cmを測る。遺物はほとんど  

出土しておらず時期を特定できるものはない。第6  

号掘立柱建物跡より規模が大きく、また重複するが  

切り合がなく前後関係は不明である。   

第＝6号掘立柱建物跡［SB－6］（集29図）   

調査区E－2グリット内に位  

置する。南北棟、3×2間、  

柱穴は全部そろっている。6．  

75×4．1m、柱間距離は桁行約  

2．2m、梁行約2．Omを測る。  

床面積は27，671げ、主軸はN  

－9ぷ ニWの方位を持つ側柱  

建物である。柱穴掘方は円または楕円形で直径50～70  

皿を測る。p8、P9には掘方の切り合があり、建  

て替えられでいる。遺物はほとんど出土しておらず  

時期を特定できるものはない。第7号掘立社建物跡  

と重複するが切り合がなく前後関係は不明である。  
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第29図 丸山追跡第6・7号堀立柱建物跡平面図（1／60）  
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第30図 丸山追跡第8号堀立柱建物跡平面図（1／60）  

第8号掘立柱建物跡［SB－8］（第30図）   

調査区E－4グリット内に位  

置する。南半部が調査区外に  

伸びると推定される。南北棟、  

－×2間、（3．65）×3．6m・柱  

間距離は桁行約2．4m、梁行約1．8mを測る。床面積  

は（13．14）m2、主軸はN－310 －Ⅵrの方位を持つ総柱建  

物である。柱穴掘方は円または楕円形で直径25～40  

cmを測る。造物はほとんど出土しておらず時期を特  

定できるものはない。  

34  



m 検出された遺構と遺物  

1: 8 
トニよ   

：・＿て；I｛・二I  

） ： 
（  ・◎蛮  

、
‥
‥
J
】
へ
い
‥
｝
 
 

こ‥  

√
－
1
－
て
－
二
 
 ：；‥、ニリ  （

〕
 
 

◎   

＝ニ   
ニ   

ニー三＝…   

二二＿ll‾‾ ニ  

0  2m  

第31図 丸山追跡第9号堀立柱建物跡平面図（1ノ′60）  

第9号掘立柱建物跡［SB－9］（第31図）   ておらず時期を特定できるものはない。北側柱列か  

ら西隅にかけて柱穴列が認められることから塀等の  

遮蔽物があったとも考えられる。また南側柱列の二  

間分に柱間の等しい柱穴列があり部分的な庇があっ  

たとも考えられる。  

調査区E－3グリット  

内に位置する。束西棟、  

3×2間、5．5×3．65m、  

柱間距離は桁行約1．8m、  

梁行約1．8mを測る。床面積は20．07m2、主軸はN－77  

ロ ーⅥrの方位を持つ側柱建物である。柱穴掘方はほぼ  

円形で直径30～45cmを測る。遺物はほとんど出土し  
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や手強、ローム少血合、也丁やや印  
ロームぬや多含、規子やや佃  

コ一人少且、炭化軋徴臆含、粒子租  
コームやや多食、板I二槻  

強
熱
強
 
 

52 縫宍  
1 茶褐色土  しまl）、粘町やや強、ローム少且、炭化位徽立合、粒子やや租  
2 暗幕褐色こ しまり、お町やや漆．ロームやや多食、炎化拉徴丑含、粒子やや鞄  
3 蹄杷色±  し虔り、粘暫やや茸、ロームやや多き、炭rヒ拉赦丑含、粒子やや理  
．1茶褐色上  しまり、粘罰やや謹、ローム少皿含、臭化粒徴立会、拉子干や槌  

第32図 丸山通跡第10号堀立柱建物跡平面図（1／60）  

第10号掘立柱建物跡［SB－10］（第32図）   

調査区E－4グリット内を中  

心に位置する。束西棟、2×  

2間、4，4×3．5m、柱間距離  

は桁行約2．1m、梁行約1．8m  

を測る。床面較は15．4m2、主軸はN－70．5C －Eの方  

位を持つ側柱建物である。柱穴抽方はほぼ円形で直  

径30～50cmを測る。遺物はほとんど出土しておらず  

時期を特定できるものはない。  
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ⅠⅠⅠ検出された迫構と遺物  
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第33図 丸山遺跡第11号堀立柱産物跡平面図（1，／60）  

第11号掘立柱建物跡［SB－11］（第33図）   

調査区D－4～D－5グ  

リット内に位置する。東  

西棟、3×2間、6．6．×  

3．88m、部分的な撹乱の  

ため柱穴は一部未確認である。柱間距離は桁行約1．  

8～2．4m、梁行約1．8mを測るが一定しない。床面積  

は25．6mヲ、主軸はN－85．50 －Eの方位を持つ側柱建  

物である。柱穴掘方はほぼ円形で直径30～40cmを測  

る。遺物はほとんど出土しておらず時期を特定でき  

るものはない。  
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第34図 丸山追跡第12号堀立柱建物跡平面図（1′／60）  

第12号掘立柱建物跡［SB－12］（第34図）   

調査区C－4、D－4グリット内に  

位置する。南北棟、2×2間、4．37×  

3．08m、柱間距離は桁行約2．1m（西  

側柱）、1．5～2．7m（東側柱）、梁行は  

約3mを測るが、南側柱間では中央間の等分する位  

置に柱穴がある。床面積は13．45m2、主軸はN－18亡  

－Wの方位を持つ側柱建物である。柱穴掘方はほぼ円  

形で直径38～50cmを測る。遺物はほとんど出土して  

おらず時期を特定できるものはない。北側柱列から  

西方にかけて柱穴列が認められることから第13号掘  

立柱建物跡まで続く塀等の遮蔽物があったとも考え  

られる。また西側では第13号掘立柱建物跡との間に  

柱穴列が認められる。  
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ⅠⅠⅠ検出された遺構と造物  
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3 明褐色土 し夏〔、ぢ賢一こや臥亡羊ノこ担敢生き、覧子喝   

51牲天  l印蕗褐色土 し夏・ノ、枯野乱てノーム少立、勘t軽薄泉  

含、拉子株  

56 柱穴  ユ．弔喝色上 しまり、梅軒やや耗、勘LI掬亜含、粒子  

や手軽  
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指賢やや辣、ロームソロ・ノク少旺、   

種市やや強、ロー∴少堂、松子相  
姑質やや強、こご－ム少鼠、製了牒  
＃質蕪、ローム考・含、fこ・f糾  

枯野範、白色粒子句取合、相子租  
借田軽、コーム緻談合、砕す視  
粘常磐、ローム、ご一ムプロソク  
す鴨  

領  

第35図 丸山追跡第13号堀立柱建物跡平面図（1／60）  

第13号掘立柱建物跡［SB－13］（第35図）   床面横は20．32Ⅰぜ、主軸はN－810 －Eの方位を持つ側  

柱建物である。柱穴掘方はほぼ円形で直径40～50cm  

を測る深くしっかりした掘方である。遺物はほとん  

ど出土しておらず時期を特定できるものはない。ま  

た束側では第12号掘立柱建物跡との間に柱穴列が認  

められる。  

調査区D【3グリット  

内に位置する。北側柱列  

の大部分は区域外に延び  

ている。東西棟、3×2  

間、5．45×3．73m、すべての柱穴を確認できていな  

いが柱間距離は桁行約1．8m、梁行は約1．8mを測る。  

．ヲ9   



ていた。検出地点は、台地上の集落から庚側に侵入  

する小支谷に沿って谷開口部へ至ると推定される位  

置に当たり、下方には水場である湧水点、また耕作  

地であった和田川の沖横地を控えている。上方へは  

第10号と12号住居跡の間を通り掘立柱建物群へ通じ  

ていたと推定される。   

c．その他の遺構   

1）遮蔽施設   

振り方・規模・埋土状況・柱間寸法・そして建物  

との位置関係によって判断される柱穴列のあるもの  

を考えている。これらの特徴を総合的にみても必ず  

しも納得のいく配置にはならない場合があり、検出  

し得なかった柱穴または復元し得なかった柱穴列が  

漏れている畏れが十分あるが、建物の周囲に配置し  

ていたと考えられるこれらの退構が建物と一体のも  

のであったと考え報告することにした。具体的には  

柵・塀・庇等の施設を考えているが、建物建設時の  

足場穴の可能性もあろうかと思われる。   

以下に各々関係する建物の報告で取り上げた可能  

性の高いと思われる柱穴列（SA）を記しておく。   

SA－1・第2号据立柱建物跡の南側柱に並行する。  

2間分の柱穴列、柱間1．8m   

SA－2・第5号掘立柱建物跡の南側柱に並行する。  

2間分の柱穴列、柱間1．8m   

SA－3・第5号掘立柱建物跡の北側柱に並行する。  

2間分の柱穴列、柱間3．3m   

SA－4・第7号掘立柱建物跡北～東側に並行する。  

4間分の柱穴列？、柱間不規則   

SA－5・第9号据立柱建物跡北～西側に並行する。  

3間分の柱穴列、柱間不規則   

SA－6・第12～13号掘立柱建物跡の間 南北方向。  

2間分の柱穴列、柱間1．8m   

SA－7・第12～13号掘立柱建物跡の北側 東西方  

向に柱間不規則   

SA－8・第11号掘立柱建物跡の北方～東側に柱間  

不規則、SA－5と連続するかもしれない。   

3）土 囁   

調査区には円形・長方形を呈する土塀が大まかに  

5群のまとまりをみせて検出された。竪穴住居跡・  

掘立柱建物跡と重複するものを除いては建物群を避  

けるような配置をみせ、台地縁辺部や建物周辺に分  

布の中心がある。土堀内からは出土遺物がほとんど  

ないため時期の特定が困難だが、古代の遺構を主と  

する比較的短期間の追跡であることを考慮すれば、  

これらの土壌も他の迫構と並行して掘削されたもの  

と考えたい。そうであれば、特定地の集中傾向は当  

時の集落の行動規範に沿った結果と推定される。  

A群 SB－1の北側 4基  

B群 SB－5の西側 4基  

C群 SB－11の東側～Sト5の間 6基  

D群 Sト9の東側7基  

E群 Sト12の北側8基   

なお、掘立柱建物等の建物内に位置する土壌など  

は地鎮の可能性も考えられるが確証がない。   

4）炉 穴   

D－6に位置する。2基の重複によって構成されて  

いる。長径1．72m、短径0．72m、深さ最深部で21cm  

を測る大形の炉穴が新しい。西側に炉床がある。小  

形の炉穴は、長径0．64m、短径0．36cm、深さ最深部  

で32cmを測る。炉床は確認されていないが、大形の  

炉穴に切られた北側に位置していたものと推測され  

る。周囲に、深さ20cm前後の小ピットが不規則に位  

置するが、本遺構に伴うものかは不明。宥土中より、  

遺物の出土は認められない。周囲からは、主に条痕  

文系土器が出土しており、本遺構も早期条痕文期に  

属する可能性が高い。   

2）道状追構（全体図・第36国土層）   

調査区東方台地斜面部、40～38m部分に検出され  

た。長さ8．6m上面幅約1．2～2．Om、底面通路幅  

70～80cmを測る。斜面部のため法面を広く開削して  

いるが底面通路部分は一定の幅にしている。底面は  

段丘礫層まで掘削するため、法面には礫が露出する  

が、路面とした土層中には土師器・須恵器片を混じ  
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「 「フ′、  、－√ L  22 土埋  

l 鯛褐色土  

2 朗茶色土 ローム相子堪リ  

23 土埋  
l茶褐色土 u－ム、＃抱」∴ 2¢！立チ多い、  

全1如二上く8～る  

2ヰ 土埋  

1無茶色土 ご－ム槻ナ．脚数l二を多故に含む   

25 土塊  
1 凧茶色土 U－ム、鞘色上、粒r争い  

2 叢喝色土 異色仁食む  

）－ l  
＼．二  

‘J  

S．P A  
S．K†  

ミ‾‾二ニー                       ；≧b  

l・2号 ファイアービット  

！老褐色＿l二 ご－ムりナ与多く含／－、壌土†と子を若干含む、  
しまr◆二や■ト良し  

2 筆者色L：ブームI才子与多く食み、環土モノロックでわず  

かに含L、しまりl；やや良い  ・⑤  
3 老黄色土 コー∴榎1二を多血に含ふ、  

し三l：l三月い  

1 着竃色土 コー∴†宣子与ち凱に含み、  

し夏l二I▼ミ良い  

う 宕喝色土 ローム戦iこ与多見lこ食み、  

し三l．よ良い  

6 宕喝邑土 L－－ム鞍了・を卑見にヂiみ、  

八万：含む、しまl二1．；良し  

7 牽喝色土 ローム短ナを争乱こ食み、  

．んな：含む、しま弓l．；ぷし  

畠 蟹喝色土 1層とはとんど変▲〕ない  

9 窄茶色土 2層と同域の層  

川 野茶色土 イ・5尉とH噂  

亀虫一丁）：葵こを含L・、  

毎慮ノノ輯二を含む、  

知見の疑こを含む、  

知見の疑二を烹ノーべ  

む故の焼こをえノーべ  
．やや6層より郭い  

S．P．B    －・4100  

S．P．8    1℡℡○】  

並托鉢  
l 明菜恥色l・  

2 ＝明茹褐色l二  

：】 若槻色土  

j：明莱範色土  

し烹り強、鞋質やや弱、＝－ム素見含、  
小鐙¢1、3亡打㌧ 少見合、巨子やや程  

」∫り饉、積盲？や弱㌧ ローニ敵足き、  
小讃¢2へ5皿、少監含、定子や雪鞋  

」ま■1鶴、転野手や弱、ローム、戻七  
柁毎度き、拍子ヤや頓  
」より窃、ぢ雷やや褒、□一ムン毅、  

小兼¢2一－68コ、争含、雷王子やや弓  

2m  

第36図 丸山追跡第1号土墟・第1・2号炉跡平面図（1．／’60）  
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第47図 丸山遺跡出土造物実測図（1／3）  

2、検出された遺物   

土器（第37図）   

本遺跡からは、58点の縄文土器が出土している。  

内訳は、早期撚糸文土器9点、条痕文系土器23点、  

前期花環下層式土器6点、諸磯式土器6点、中期が  

加曽利E式土器10点、後期称名寺式土器4点である。  

第37図1～6は撚糸文土器。1は太い撚糸文を施文  

した後に、口唇部全面に撫で整形を施す。太いが条  

間が詰まった撚糸が施文される。2は細い撚糸Lを  

施文した後に、口唇部全体に撫で整形を施す。3～6  

は胴部破片で、条間の粗い撚糸文を施文する。7～17  

は条痕文系土器。7は唯一口緑部文様帯をもつ。器  

面を条痕で整形後、鋭い沈線で文様帯内に区画文を  

描出する。区画沈線内には、太い集合沈線が斜位に  

充填され、交点には細い竹管状工具による円形刺突  

が加えられる。胎土に繊推を小量含。8・9は口緑  

部破片、斜位に条痕が施される。胎土に繊維を多量  

に含む。10～17は胴部破片。いずれも、斜位に条痕  

が施されており、胎土に繊維を多量に含む。18～21  

は花積下層式土器。18は口唇部上に細かい刻みが加  

えらる。0段多条の斜縄文が施文される。胎土に繊  

維を多量に含む。20は0段多条RLの縄が横位の羽  

条に施文される。胎土に繊維を多量に含む。22～24  

丘2   

は諸磯式土器。22は底部付近の破片。縦位に、半裁  

竹管による押引きを加えた隆帯を3条貼付する。地  

文はRLの斜縄文が施文される。23・24は、RLの  

斜縄文が施文される。25は加曽利E式土器。地文に  

RLの斜縄文が施文され、2本の垂下する沈線間の  

地文が磨り消される。26は堀之内式土器。器面は丁  

寧に整形され、沈線が2条施文される。   

石器（第38図・図版）   

本追跡からは、磨石3点、石皿3点、スタンプ形  

石器1点が出土している。第38図1～3は磨石。1  

は表表面に磨面が認められる。1／2を欠損する。  

重出210g、石質は閃緑岩。3は表裏面に磨面が、先  

端部に敲打痕が認められる。1／2を欠損する。重  

量475g、石質は閃緑岩。4はスタンプ形石器。底面  

に若干の摩耗が認められる。重量は470g、石質は閃  

緑岩。5～7は石皿。5は小型の石皿。表裏面に使  

用痕が認められる。重量は65g、石質は砂岩。被熟  

の痕跡が認められる。6は表裏面使用痕が認められ  

る。約1／2を欠損する。重量は520g、石質は閃緑  

岩。7はほぼ完形の石皿。表裏面に使用痕が認めら  

れる。重量は560g、石質は閃緑岩。（森田）   
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1Il検出された迫構と遣物  

第2表 出土物観察表  

番号  出土番号  大きさ（cm）  形態の特徴   手法の形態   色謁・胎土  
l19  須恵碗   胞  7．2  転川悦 内面研磨さjtる   貼付高台 底面回転糸切   脊灰色．末野？   

2  】－10  須窓坪   腫  5．8  底部小片   底部回転糸切手刃の圧航？あ  
り   

1 11  須恵碗  7．J   底部のみ   貼付高台 底面回転糸切   鼎灰色．末野産？   
123  須恵襲   小け   ロ綜部外反つまみ出し  黒灰色   

小片   ロ縁珊肥原つまみ出し   赤褐色   
ロ             5  124  」二師襲  底部回転系切  

底  
守灰色   

高  ，1，3  

口    47，R  
底  7．8  
胡  7．6  

休部大きく外反  
端部つまみ出し  

ロ蓑衰部小破片  

底部のみ逝存  
口綾部小片・コの字形「1経  

口縁小片 コの字形口総  
体部破片  
体郡短く大きく外皮  

コの状口縁．内湾気味につまみ  
出す  
休部丸味を待って立ちとがる  

須恵碗  

須恵牽   

須恵坪  

碗・蟹  
碗・控  

須恵碗  
須恵肛  

碗・蟹  

須恵坤  

須恵j不  

須恵士不  

須恵杯  
須恵珂こ  

須恵j不  

須雇皿  

高台貼付 底面回転糸切  

口緑端部丸味をもつ   

底部回転糸  
口緑部外反 丸味をもつ  
口緑部献立気味   

底部回転系切  

よ引火色．黄l火色．末野  
塵？   

背灰色．末野座？   

背灰色．末野産？  

赤褐色  
赤褐色  
腎J火色．末野塵  

褐伏色．末野産？  

橙褐色  

調伏色．南比企在  

県灰色   

背灰色．末野産？  

赤褐色．末野建   

窯伏色  
赤褐色．末野産   

蟄灰色．末野塵？  

育灰色．末野推  

音l火色．末野産？  

灰色．末野座？  
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低  6．4  
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誼  2．7  
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】
5
．
d
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2
 
 1
 
 

口緑部つまみ出し  
底部回転糸切  

底部回転糸切  

底部回転糸切  
底部回転糸切  
底部匝l転糸切  

底部回転系切  
底部回転糸切  

〓
底
高
 
底
底
底
口
底
商
底
‖
底
高
 
 
口
底
満
 
目
底
苗
 
〓
底
前
日
底
高
 
 

体椰丸昧を杓って立  

休部直線的に外反  

底部小片  
体部直線的に外反端部肥lワ  

休部直線的に外反端部つまみ出  
し   

休部大きく外反端部タト方へ引き  
出し   

背高く身がi架い．休部禎立気味  

父
U
 
ハ
リ
 
n
U
 
ハ
U
ハ
U
仁
V
 
‖
仁
ソ
】
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5
 
 
 

－
J
 
6
 
6
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3
 
 

1
 
 

貼付高台．底面回転糸切  

貼付高台底面回転系切   
貼付高台底面回転糸切  

晋灰色末野塵一7  

須恵硫  

須恵読  

須恵碗  

須恵碗  

須恵碗   

腕・重  
税・空  
碗・杯  

J火細長百般  

碗・牽  

須恵年  

須恵碗  

須恵皿L  

上師・，年   

上師・土不  

土師・材こ  

1こl．8  

12．⊥1  

5・～｝ 

kみ机  

貼付高台，底面回転糸切  

休部丸味をもって外反  
端部外皮   

体都のみ遺存   

口縁珊小片  
口緑部小片 コの字状「l緑   

頸部外反 端部鋭い  
外面組まわり良   

コの字状口縁  
端部土方につ生み出し   

休部丸味をもって外反  
三端部強くオサエ薄い   

休部外反 高わハの字状にふん  

ばる  高台付皿 休部人きく外力へ伸  
びる   

身深く底部丸味をもつ  
口諒丸く外反  
休部丸く底部へ移行II緑やや  
直立京味   

平底．口練直立  
口絨つまみ上：デ  

【二I縁郡匿立  

塩？ 口緑部．随をもち上方へ  
つまみ出す  

破片  
小破メ上底．休部立ち卜がり急  
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り
】
1
↓
R
U
 
l
‥
わ
1
 
 
 

－
〕
6
【
／
 
仁
り
6
6
 
 

1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

O
 
 
 
 
1
 
 
 
 
2
 
 
3
一
斗
 
】
0
 
6
 
 
 
 
【
′
 
 

l
 
 
 
 
 
一
－
－
 
 
 
 
 
1
 
 
 
1
 
1
 
1
－
－
 
 
 
 
 
 
’
．
1
 
 

59  

41  

14  
19  

／  

11  

3
 
 
 
 
り
り
 
 

貼付高台．底面回転糸切  

貼付高台．底面回虹糸切   

上Ⅰ綾部大きく外反  
端部つまみ上げ   

内面．ログロ痕明酔．底部  
小片．淫合しないが！rり一個体   

休部へケズリ  
頚部ヨコナデ   

底部回転糸切  

貼付高台．底面回転糸切  

貼付高台．底部回転糸切  
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内面油払∈・灯明1m  

底面へラケズリ  

底面へラケズリ  
l勺面油煤灯明Im   

器厚薄く均・→   

「勺面．炭化物付着  

内面恒クlコ痕明瞭  

淡伏色，末野踵？  

背灰色．末野産？   

赤褐色  

赤茶褐色   

費灰色．録灰色  

橙茶褐色  

自炊色＿末野産？  

灰色，末野産？  

茶補色．末三野穫 塵  
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焼航明瞭   

蔚茶色  

黄褐色3  

茶褐色．綿砂赤褐色   

冒！火色，宋即推？  

淡ノ火色．南比企塵  
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ト爵号 出土番号  雑  種  大きさ（qll）   形態 の特徴   手法の形態  色調・胎土   

11  5一一93  須恵牽   小片   襲小片   内面．同心円多き  背灰色  
外面平行多き   

12  5－3  須恵空   小片■  蟹休部片   内面円弧多き  背灰色．南比企産   
】ナデ  

135－16  底部小片  き  

土晰・碗  底部小片  粘土ひもづくり   
l習灰色   

自灰色  
ヘラケズリ腔形  

［］10．1  内面暗文へラケズリ  赤褐色  

36  土製品  円盤状一・方になめろかな凸面を  茶褐色   

4   7－4－・C   
持つ   

客用が不  口13．0  底部回転糸切後  黒灰色．南比企塵  
一  ●；  周辺回転へラケズリ   
同  「  

5  7フク土  須恵坪  【コ12．6  底部回転糸切  黄灰色．末野産？   
底  6．2   
高 4．0  

6 7 禿悪意  小破片   背灰色．南比企産  

77－11  12と同一  

87カマド7  ロ12．2  茶褐色  
苗 3．2  

9   7カマド5  土制j土不   口 1∠】．2  蔚茶褐色   
高   3．5   

10  7－19  土師坪   ［］   12．2  底部やや丸味をもつ   休部へラケズリ  
3．0  日録外反   オサエ   

茶褐色  
商  

117－24  口 13．（I  休部へラケズリ  
高   

黄茶褐色   
30   3．3   

体底部へラケズリ内外面に「X」曲茶褐色  12  7－11  土師j不   口    13．2  身深く．底部丸味をもつ      高    3．8  口禄短く直立   刻まれる   
13  7 床1  土師j不   口    12．2  口練直立肥〃   休部へラケズリ  茶褐色   
1・1  7－26  土師士不   小片   口練直立気味  茶褐色  
15  7－6  土師碗   小片   仁I綾部外面段をもつ   茶褐色  
16  7フク土  土師杯   口    12．8  内面暗文  休部ヘラケズリ  

霹  3．6  口綾部外面段をもつ完存口練直   内底面に油楳付宕  茶褐色   

17  7－8  土師瑳   底部   底部   へラケズリ   

18  7   土師円盤  3．6～3．3  長柄円の円盤   襲片利用  黒褐色   
1  8－3  須恵j不   口    12．0  底部内底．底部外反   底部．体郡腰周り内面に当りに 赤褐色  

よる摩耗あり  
底   5．8  甘灰色．南比企産   

2 8－2  底   6．n  転用硯   底部回転糸切  
23   

灰色   

3 8－13   
［コ 

14．9  
18   

智灰色．南比企産   
5．2  

R   3．2  

4   8－62  須恵皿   口 15．1  
底  

腎灰色．末野産？   
7．0  

器  3⊂   

5 8－75  口13．0  腎灰色．末野塵   
96   

底  5．8  
6   8－44  須）点坪   底  5．6  淡灰色．末野産   

7 8－49  口  1l．2  
98   

茶褐色   
苗   d．（）   醐打  

8 8－4  須恵坪   口 13．2  
8  底   7．1   

曹灰色．末野産   

＃  3．9  

9  8北カマド  須恵坪  【111．8   底部回転糸切  茶褐色．末野産   

底  5．8  
10  8北カ㌧3．6  須恵坪   口15．8   

底  
底部回転糸切  

6．0  
背灰色．末野塵   

解  43   

118北カー7  u  須恵杯   底  6．2  転用現   底部回転糸切  胃灰色．末野産？   
12  8－北カ4．3  須恵1不   底  5．9   底部回転糸切  背灰色．末野塵   
13 8－5．4  体部直線的に外皮  

9．6   
挟硫物を特に多亜尤  

底  端部つまみよiiし  
含む  
末’   

14 8－32  口  5．8  平底．休部外反 口縁部内反してつま オサエ．ヘラケズリ  
36   み出す  

煎茶褐色   

1  9－5  須恵j不   「I12．6  
6．n   

赤灰色末野塵？  

底  
糸切  

3．9   

2  9C期床  須恵j不   「112．2  
5．3   

灰色 末野産   
些  
向  ■i▲   

3  ！）一12  須恵・碗  口 15．】  
底  7．3  

灰褐色末野塵   
糸切  

廿  70   

4  9－57  罪Ⅲ酎不   「†12．2   底部回転糸切  
底  6．0  

赤褐色．末野魔   

高 J8   

5  9－10  須通坪   ［］ 12．8  底部回転糸切  灰色．末野庭？   
底  6．2   
高  3．6  

6   9－6   須恵碗  底  7．1  貼付高台   底面回転糸切  揮灰色．末野産？   

5∂   



IlI検出された迫構と造物  

出土番号  券  種  大きさ（cm）  形態の特徴  手法 の 形態  色調・胎土  

底径小さく．口縁大きく外反  
端部つまみ出し  

小破片  

休部丸味もつ．ロ納部肥原   

体部小片．大きく外反  

底部小片   

小片  

灰色．末野産？   

休部大きく外反  

青灰色  

底部回転系切  

底部回転糸切  
タタキ後ナヂ  
タタキ後ナデ  

タタキ後ナヂ   

底部ヘラケズリ．休部オサエ内  
面．油傑付着．灯明川1  

底部ヘラケズリ．休部オサエ  
灯心の焼付油煤付才げ丁明1山  

底部へラケズリ．オサエ   

底部ヘラケズリ，オサエ内外面  
油煤付着 灯明“ll？  

ロ緑部ヨコナデ  

仁I   12  
底  4  

高  3．8  

小片   

小片  

「1  14．4  
底  5．S  

山て  （；．（l  

破H・  

破片  

戚   15ノl   

lコ  12．5  
湘  4．（I  

口   13．0  
媚  3．S  

仁1   12．6  
船  4．0  

口    12．8  
淋  4．2  

口    22．1）  

灰白色  

灰白色＿末野塵  

灰色．南比企産   

プ黒灰色，末野産  

黄灰色．末野塵  

J系灰色＿南上ヒ企塵  

果灰色．南比企雇  

用炊色．南比企塵   

黄茶褐色   

鵡茶褐色   

薄茶褐色   

黄茶褐色   

黄茶褐色   

薄茶褐色   

茶褐色   

赤褐色   

茶褐色  

平底．底部より体部直立気味に  
外皮  

平底．11縁直線的に外反端部凹  

平底．休部大きく外反 ‖  
端部「1面  

底部丸味をもつ．口繚直立気味  
に外反  

底部平底  
口縁直－た気味に外皮端部内傾  

コの字状口縁凄やかに屈曲   

弱いコの字L】繚状  
口鞍部内面を持つ  

コの状口線  
口操部肥瞭  

コの字状日韓   

コの字状口隷外方へ外反  

弱いコの手口繰上方へつまみ出 ▼   

Il縁如く外反  

コの字状口緑．内彗気味に立ち  
上がる  

培．脚部  

休部直線的に外反  
端部肥ノ撃丸味をもつ   

底部丸底 口 
緑部直立気味に外皮－2段の  
凹繰を配す  
くの字状口縁  
肩張．長胴碧  

筏身のml状  
口綾部肥厚くてたち上る  

口縁短くほぼ直立  

口綾部緩やかに外反  

休部へラ  

ロ緑部ヨ  
休部へラ  

頸部ヨコ  
休部へラ  

リ
 
デ
リ
 
リ
 
 

ズ
ナ
ズ
デ
ズ
 
 

ケ
 
コ
ケ
 
ナ
ケ
 
 頚部強いヨコナデ  

休部へラケズリ  

茶褐色  

日録部ヨコナデ  
休部へラケズリ   

底部回転系切  

底部ヘラケズリ  
痕アリ   

ロ綾部ヨコナデ  
休部ヘラケズリ  

休部ヘラケズリ   

ロ練部ヨコナデ  
捧部ヘラケズリ  

底部回転糸切  

8   9－22      1  

919東カマド  ↓
一
 
 
 
日
＝
‥
n
 
片
 
 

「
－
 
 
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
 
 
ヽ
 
 
－
－
 
 

．
り
．
り
 
．
り
 
 

－
 
 

9乗カマド   

9東カマド  

9－7  
11 15 24 

9－25  

10→3  

11－1  

11－16 17  

茶褐色   

茶褐色  

自灰色末野麿  

曲茶褐色  

茶褐色   

爵茶褐色   

茶褐色   

灰色．末野産？  

細砂．自炊色  

20．4  

「1   12．8  

底    5．2 淋    3．9  
口  1】．0  

淋  3．8   

【1   2（〕．2  

口   15．0  

【l  13，8  

4
 
 
 
5
 
 
 
6
 
【
′
 
 

l
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 
 
1
 
 

仁
じ
一
．
1
3
 
0
ハ
U
 
l
 
ハ
U
」
†
1
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〓
J
1
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J
り
6
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八
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）
ワ
】
リ
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）
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亡
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U
 
ハ
U
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二
b
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3
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3
6
一
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ワ
】
5
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2
5
つ
り
 
只
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・
7
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1
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1
 
 

1
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
－
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l
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 
 
 
 
日
M
H
 
l
 
 
 
り
」
 
 

l
（
 
 

径
径
径
高
径
径
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小
〓
底
拙
口
底
器
口
底
器
底
日
底
器
‖
底
湖
底
口
底
絹
底
底
長
船
H
 
 

12  

12－17  

12－1 20  

12一括  

12  

12－95 96  

12－9 13  

12－5  

12－16  

12－19  

休部外反  

休部大きく外反  

イ奉j邪外反やや薄め  

休部丸味を持つ  

底部1／2残  

口線外返一つまみ出し  

底部のみ  

休部たち上り急  

破面は表裏側面を使用   

コの字状U緑大きく外反   

コの字状口禄 反しつつ 

端部外上方へつまみ出  
す  

くの字状口籍  

底部回転糸切  

底部回転系切  

底部回転糸切  

底部l鴎転糸切  

回転糸切  

粘土ひもづくり  
オサエ   

回転糸切付高台  

下げ穴を開けている   

ロ禄部ヨコナヂ  
休部へラケズリ  

ロ綾部ヨコナデ  
休部ヘラケズリ   

ロ繕うすく外反  

白灰色．片岩．長石多  

南比企建  

白灰色  

自灰色．南比企産  

自炊色．南比企l窒  

曲茶褐色  

末野虔．酸化煤焼成  

末野産？  

凝灰質砂岩   

鵡茶褐色   

黄褐色  

黄褐色  

姐褐色  

棒  

：；二去i芸警  

「1    2（I．・1  

11  （12．n）  

底   10．0台付賛・脚  

57   



番号l出土番号  器  都  大きさ（m）   形態 の特徴   手 法 の形態   色調・胎土 

10 12－48  土師聖   l‾I  19．2  くの字二状を呈する  【二1縁ヨコナデ  

H緩より外反する簿部をもつ   休部へラケズリ   

11 12－8  須恵J不   底部   5．8  底部のみ遺存   底部回転糸りJ  黄灰色．細砂．長石粒  

1212－73  小片   コの字状．やや不明瞭  黄褐色  
81さ毒9   

1312－15・10  底部のみ  底部．平底   
86128   

1 13 須恵杯  底径 6．2  茶褐色  

2 P27 須恵坪  口綾部′ト片  

37カマド    須恵碗  底部回転糸切後周朗回転へ‾  
底   9．0  ズリ  

底面揖習   
灰色．南上ヒ企塵 背灰色商比企虔   

貞‘  40   

n  須恵坪   「113．6   底部回転糸切   淡灰色   
塵  6・2   

llわ  3．9  

須恵ゴ不  底  5．】  底部ノトH●   底部l可転糸切   白灰色 末野産？  

須恵珂こ   底  6．0  底部小片   底部回転糸切   淡I欠色．末野産？  

晰   16．0  粘土板1枚造 側縁面取   凸面ナデl町面布l］  2次加熱 赤褐色  
良 （26．2）  枯土板1枚道 側緑面取  小石長石多  

5 rP16  

丸瓦 丸瓦  小石．長石．灰色   

巻造  

】  

凹面布目 凸面布目  
舶タタキ後ナデ折   

鶴タタキ後ナデ折  
触タタキニI二．矧幅3．軋m  

広鵜  25．1  
秋琳  23．0  
長   37．5  

長   38．1  

2次加熱 黒灰色  
茶褐色   

2次加熱．黒灰色．茶  
褐色  粘土板涌巻道 側韓面取 レ’2破片  

5β   



Ⅰ＼J地雷書跡について  

丸山追跡の迫構は地雷による影響をあまり受けて  

おらず、SI7を除き、竪穴住居跡・掘竪柱建物跡に  

は亀裂や大きな歪みはみられない。   

小結2   

埼玉県には大きな活断層が16箇所知られており、  

さらに古い断層は至る所に分布している。これは日  

本列島の生成を物語る激しい地形変動の証であって、  

現在もなお続く地形変動であることが知られている。  

江南町の周辺には大谷断層と江南断層が位置してい  

る。江南断層は川本町武川付近より江南町千代付近  

に観察され、落差7m、N－33～550－11Jの走行方向を  

しているとされている。大谷断層は比企丘陵の北部  

を通る断層で江南断層が連続するとも推定されてい  

る。丸Ul遺跡で発見された断層はこれらの断層とは  

若干のズレがあるが一連のものと考えられた。   

小結3   

過去の地震情報が考古学的手法により発掘現場で  

発見され、資料の蓄積が図られつつあるが、実際そ  

の場に直面してみるといくつかのことに気づく。ま  

ず第一に、95年の阪神大震災の記憶から断層につい  

て過敏に反応していることである。地価・土地利用  

など各方面の問題があろうが、事実は事実として受  

け入れるべきであろう。発掘調査の成果に限らず、  

情報公開の面からも正確な情報は公開されるべきで  

ある。そのうえで地震想定・被害想定などに生かす  

ことができたら、発掘調査の機会をより多方面に生  

かすことになる。なぜなら比較的地震跡を捕えやす  

い浅い地下掘削の機会として、全国で年間一万箇所  

に達する発掘調査の場が有効だからである。その土  

地の歴史を知るうえでもまた、その上他の地質・性  

状を知るうえでも発掘調査の場は活用されるべきで  

ある。第二に、理論的な裏付けとなる地宴考古学の  

一層の定着が望まれる。現地で3mの落差をもつ断  

層を見【l二げると、その圧倒的なエネルギーを実感す  

るが。それがどのようなメカニズムと意味を持って  

いるのか判りにくいのが実情である。  

IV 地震跡について   

1、発見の経緯   

発掘調査も終盤の12月、遺構撮影時に地面の乾燥  

差が判然としていることに気づいた。このような地  

質の境目は遺構の掘込みである場合が多く、谷地形  

部分からは黒曜石剥片が出土していたので、トレン  

チを設定することとした。すると掘削面にくっきり  

と土層境界が現われた。鮮やかな断層であった。   

発見はしたが、確認はできぬので、地質の専門家  

である堀口萬吉氏に現地調査を依頼した。氏の調査  

の結果断層であると判断された。調査結果について  

は他地点の調査と合わせ堀口氏の報告に委ねるが、  

本文では発見の契機となったAトレンチの断層につ  

いて概要を記すこととしたい。  

2、断層の位置   

発見地は遺跡内にあり、調査区のC5からC6区  

に位置する。座標では東経1390 22′34′′、北緯36D 5′  

51′′である。  

3、地形と地質   

発見地は江南台地の両線であり台地末端に位置す  

る。標高約40mから39mで、和田川との比高差は5  

から7mほどである。江南台地の地質性状は大まか  

に表土層以下大里ローム層・所期ローム層・チョコ  

帯・灰白色粘土層・新第三期層から成っている。  

4、層序（第50図）   

断層部分の層序は、図のとおりであり注記を参解  

されたい。特徴としては、第三期層が平野側から山  

側に衝上しており、逆断層となっていた。断層面は  

一直線状をしており、断層面では地層の引き連れが  

みられた。地層のずれは最大約3mを測る。   

小結1   

断層は次のような性質をもってし－ることが判る。   

断層面の傾斜は30こより低い角度で東側（平野側）  

より西側（山側）へ衝き上げている。   

断層の走行方向は、N170ロ」Ⅳである。   

断層の落差は2．7から3．nmを測る。地震による断  

層と考えられ、活断層と推定されること。  

、・丁子ノ   



篭  40．00H  

旦臥皿匝  

、  ’、  
、 －、一－＿   ■一一 一一■■■■■■■■■■一一   
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第5（）阿 丸山遺跡断層土層図1／50  



Ⅴ ま と め   

造等を中心に建物群の構成と変遷を考えてみたい。  

重複関係は2号と3号、4号と5号、6号と7号で  

あり、2号は3号より新しいが他は直接の切り合が  

なく不明である。掘方は1号・2号・5号・6号・  

13号が円形または楕円形と割合大きな堀方を持つこ  

とが共通している。柱筋の通りでは2号・5号・6  

号の西側の側柱筋。5号・7号の東側柱筋と庇柱筋。  

6号または7号と9号・10号・11号の北側柱筋がほ  

ぼ一致。12号と13号の南側柱筋。1号・9号・13号  

の側柱筋。   

これらの側柱筋の一致または規格性は同時期の建  

物配置を意図したものであると推定され、竪穴住居  

跡とも重複しないことから建物群の配置までもが規  

制されてもゝたことを窺わせる。そのことは掘立建物  

の性格に起因したものと考えられる。2号と5号は  

庇付きの建物であり、面積も最大であることから本  

集落内では最も有力な者の住まいと推定される。そ  

れぞれ建て替えが認められる。4号と7号は総柱の  

建物であることから高床の倉庫と考えたいが、7号  

は面積が大きく一般集落内での高床倉庫とはやや性  

格が異なるものと思われる。1号・8号・9号・10  

号・11号・】2号・13号は側柱建物であるが住まい ま  

たは倉庫であるのか判別が難しい。倉庫とする積極  

的な根拠が見つからないが住居とする場合も同じで  

ある。しかし住居とすると竪穴住居からなる集落と  

の拡差は歴然である。   

前述の群構成や重複関係から、さきの時期区分に  

掘立柱建物の変遷を当てはめると次のように考えら   

れる。  

1期一無、または未確認  

2期一第1、3、4号  

3期一第2a、5a、6a・b、9、1O、11号  

4期一第2b、5b、7、9、10、11、12、13号   

但し、8号は2期にはいるとも考えられる。6b  

号は4期に入り7号は4期後半であるかもしれない。  

Ⅴ ま と め   

1、出土遺物の概要と遺構の変遷   

丸山通跡では竪穴住居跡より出土した造物の年代  

を中心に時期変遷をみると、古墳時代末ころから平  

安時代中頃までの期間をみることができる。とくに  

第3、5、7、8、9、12号住居の出土土器は個体  

数が多く、時期のばらつきが少なも・ゝと考えられるの  

で時期区分の対象資料とた。また、時期比定の目安に  

は大里編年（文一12）を参照した。第3号住居では須  

恵器杯・碗・皿などがあり、碗類は高台杯碗が主で  

あった。土師器聾では明瞭なコの手口緑をもつ整が  

ある。第7号住居では口縁部の短い丸底の土師器坪  

や底部回転箆削りの須恵器坪がある。第8号住居で  

は口径と底径の比が1：2となる須恵器杯や指頭圧  

痕を残す土師器坪が主体となる。第9号住居ではや  

や小ぶりで外反度の高い須恵器坪や平底風の土師器  

坪・ややコの字の崩れてきた土師器審等がある。第  

12号住居も同様だがくの字に近い土師器牽が加わっ  

ている。これらの土器の示す時期から大まかに4期  

の変遷が想定され、1期を6世紀末から7世紀初頭、  

2期を8世紀後半から9世紀初頭、3期を9世紀前  

半から9世紀後半、4期を9世紀後半から10世紀前  

半とした。これはそれぞれ大里編年の4～5期・6  

～7期・8～10期に当たる。そしてこれらに見合う  

竪穴住居跡はおよそ次のように考えられる。  

1期一第11、6号  

2期一第7、5号   

3期一第1、2、8、9a、9b  

4期一第3、4、9C、8b、10、12号、   

但し、1号は2期に、5号は3期iこ、10・12号は  

3期にかかる可能性もある。  

2、掘立柱建物の構成と変遷   

時期を特定できる迫物が出土した2棟の掘立柱建  

物を定点とした。3号は9世紀中頃iこは廃絶されて  

たと考えられる。5号は9世紀後半には建て替えら  

れている。重複関係・柱筋の通り・掘方・規模・構  

3、遺跡の性格   

竪穴住居跡と撮立柱建物跡はどちらも建物跡であ  

6J   



郷長の私宅に付随する形で同一区画内に建造される  

のが一般的であったとし、時には正税を収めた「郷  

倉」によって構成されていたと考えている。   

最後に、第51図下のように丸山遺跡を取り巻く集  

落空間の広がりを想定してみた。東側は北方へ深く  

入る谷が集落の境界となり、南側の台地下は和田側  

に面した耕作地が広がる。北側から西方へは山林や  

耕作地が広がっていたろう。また、居宅と考えてい  

る2・5号掘立柱建物跡の真西には地名の源となっ  

た小商い丘（丸山）があり、そこには有力者一族の墳  

墓地や仏堂等の信仰・祭祀にかかる場が残されてい  

たと考えている。  

ることに変わりなく、名称についても留意すべき時  

期にきてt）るように思われる。（文一7）竪穴住居は  

居住のための施設であり、時には工房・貯蔵施設で  

もありえた。掘立柱建物は倉庫を第一に考えるが、  

居住のための施設であってもおかしくない。建物の  

性格は地域の様相や遺跡の性格を考慮しながらも、  

その遺跡内での在り方はどうなのかという個々の事  

例から考えることが基本ではある。   

本遺跡では竪穴住居跡と掘立柱建物とが共存して  

おり、掘立柱建物がコの字状またはL字状に整然と  

配置している。とくに庇をもつ建物があり倉庫だけ  

ではなく居住の建物が含まれている。2～4期の変  

遷をみると2・5号掘立柱建物が集落の中心建物と  

なり中央の広場に面して、6・7・9～13号掘立柱  

建物が配置される。竪穴住居とは重複せず、配置の  

計画性にはおおきな差がある。その竪穴住居は台地  

縁辺部に配置され東側から南側へ広がる。ここに明  

瞭な建物配置の目的と意思を見て取れる。   

結論からいえばこの集落は平安時代以降、この地  

域の代表者たる力を持つ者の居住地と考えられ、当  

時の地方制度上でいう郷長闇の居宅ではないかと推  

定される。総柱建物の7号は標準房戸の収穫を収納  

するiこは大きすぎ、郷長の所属する有力房戸の収納  

倉で私出稲等を収納していたかもしれないが、他の  

整った配置をみせる建物も倉・屋と考えると、集落  

に置かれたとされる「借倉・倍屋」を考える余地も  

あるだろう。建物群の前面の空閑地は脱穀・収納等  

の作業空間であったかもしれない。先に調査された  

下新田・熊野・荒神脇地点では62軒の竪穴住居跡と  

掘立柱建物2棟があるが、丸山通跡の掘立柱塵物を  

中心とした在り方とは際立って差をみせている。荒  

神脇追跡でみられるような2間四方の総柱遵物は標  

準的房戸の口分田収入を収納した倉として充分な規  

模と推定されている（文一8）。   

丸山追跡は、郷単内での粗や調・唐物の徴収を担っ  

たとされる「郷家」「五十戸家」のような末端の行政  

機構を示すと考えられ、閑却彦氏は先述の意味のよ  

うな郷の役所的施設を「郷街▼．1と呼び、その施設は  

氏2  
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第51図 丸山追跡遺構変遷図（1～4期・4期の集落景観想定）  
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